
＜射水市花壇コンクール 銅賞＞ 

 ７月８日、射水市の花壇コンクールが行われ、作道小学校は銅賞を獲得しました。 

 毎年、栽培委員会が中心になって全校の子供たちに花壇作 

りやお世話を呼びかけ、全校で花壇に関わってきました。今 

年は例年よりも遅い時期となってしまいましたが、分散登校 

中に子供たちの手による苗の植え付け作業を行いました。そ 

の後の長雨のため、気温が上がらなかったり、日照が不足し 

たりしましたが、県の審査会へと推薦されています。 

 今年度も、花と緑の銀行の皆さん、すみれ会の皆さん、高 

田秀さんにご協力をいただいております。本当にありがとう 

ございます。今後とも、よろしくお願いいたします。 

 令和２年７月 21日 

         学校だより 射水市立作道小学校 

１８４号   

 

今年の梅雨は、梅雨前線が長く居座り、各地で

甚大な被害が出ています。富山県でも、例年以上

に雨の日が続く中、子供たちは合羽姿で一列にな

って登校してきます。まさに「雨にも負けず、風

にも負けず」歩いてくる子供たちです。中には、

ひっくり返した長靴から、水がジャーっと音を立

てて出てくる場合もあります。それでも、「こん

なにいっぱい出てきたよ」と明るく笑っている表

情からは、悲愴感は感じられません。 

このような子供たちの様子を見ていると、本校区の江戸時代の歴史的偉人である石黒信由さ

んが、暑い日も雪深い日も、毎日富山まで歩いて和算を習いに行ったという逸話が思い出され

ます。粘り強くて努力家という歴史的風土は、今もこの作道小学校に息づいているのだと、改め

て思うこの頃です。 

さて、異例の幕開けをした１学期も、残すところ３週間となりました。ここで、もうひと頑張

りして、達成感や満足感を味わってから夏休みを迎えられるよう、最後のまとめをしていきたい

と思っています。ご家庭でも励ましの声をよろしくお願いいたします。 

～ちょっと気になること～ 
学校再開後、２か月近く経ち、本来の生活リズムを取り戻し、快調に学校生活を送る子供たちが

いる反面、気力が湧かず朝から眠そうにしている子供たちも散見されます。休業で家にいる時間が

長かったことから、普段よりゲームやインターネット等を利用する時間が増えていないでしょう

か。依存度が高くなると、利用時間等を自分でコントロールできなくなったり、注意すると激しく

怒ったりするなど、ゲーム障害の兆候が見られるようになってきます。本校においても、ゲームの

課金や夜中に行われるゲームイベントの話題が聞かれるようになってきて、依存度が高まっている

ように感じています。裏面に昨年度の「ほけんだより～冬休み号～」を再掲しましたので、今一度、

ご家庭でも、メディアとの付き合い方を確認していただけないでしょうか。また、体調不良等の理

由で学校を欠席された場合は、メディア等から離れ、しっかりと休ませるようにしてください。コ

ロナ禍の大変な時期ではありますが、こんなときだからこそ、子供たちの健やかな成長のために学

校とご家庭との連携を密に図っていく必要を感じています。どうぞご協力をお願いいたします。 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 



生活委員会の子供たちが、各学級に

「言われて嬉しい言葉」のアンケート

をとりました。「ありがとう」「すご

いね」「がんばったね」が多く見られ、

やはり人から認められると嬉しいこと

が分かります。これから、この「あっ

たか ことば」が、学校や家庭、地域

にどんどん広がっていきますように！ 

～広めよう「あったか ことば」～ 

 

 

 

 

～友達との学習を楽しんでいます～ 
 

 

 

 

 

 

 

  

１年 体育 

友達とボール運動をしたり、マット運動をした

りと、体をいっぱい動かして楽しんでいます。 

２年 音楽 

３拍子の曲に合わせてバンブーダンスをし

ながら、リズムの特徴を感じ取りました。 

３年 算数 

友達と協力しながら、２階マルチの長さをメジ

ャーで計測し、長さへの感覚を高めました。 

４年 自転車教室 

担任の先生と一緒に自転車の乗り方や点検

方法等を学習し、安全への意識を高めました。 

５年 国語・総合 

慣れた手つきでタブレットを用い、パラリン

ピック競技について調べ、まとめています。 

６年 総合 

コロナ禍の中、自分たちにできることをしよう

と、布製とビニル製のマスクカバーを作成中です。 


